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＊＊＊＊＊＊＊＊	 2.	 プログラム	 詳細	 ＊＊＊＊＊＊＊＊	 
	 
6	 月 27	 日（金）3Ｆ	 B 会場（10 番講義室）	 
シンポジウム「フィールド古生物学」	 
 
コンビナー：前田	 晴良（九大総博）・大路	 樹生（名大博）・御前	 明洋（北九州市博） 
	 趣旨：近年の古生物学の多様化はめざましく，恐竜の細胞内色素の復元から地球の大気
海洋循環システムの解明を目指したプロキシー構築にいたるまで，さまざまな分野で研究
が進展しています．その一方で，これまで古生物学の概念に影響を与えるような重大な発
見やユニークな着想の多くが，１人の人間が露頭と１対１で向き合う丹念なフィールド観
察からもたらされてきました．21世紀においても，フィールド調査における各個人の観察
眼やスキルが古生物学研究の基盤を支えていると言っても過言ではありません． 
	 今日，フィールドワークの範囲は地域・時代・分類群を超えて広がり，古生物学的視点
からの現生の生物相や堆積相の調査，さらには深海調査船による観察にまで及んでいます．
本シンポジウムでは，分類群や地域・時代の枠を離れ，ユニークな視点からフィールド観
察に基づく研究を展開している方々に話題提供をお願いしました．そして，オリジナリテ
ィ溢れる研究の中に占めるフィールド観察の意義や価値を改めて問い直したいと思います． 
 
13:00-13:10	 趣旨説明 
13:10-13:40	 清家弘治	 フィールド調査により明らかになる生痕形成者の生態および古

生態 
13:40-14:10	 加藤萌・大路樹生	 北米サウスダコタ州上部白亜系冷湧水環境における棘皮

動物の古生態 
14:10-14:40	 奈良正和	 野外生痕学のたのしみ：Schaubcylindrichnusの研究を例に 
【14:40-14:50】休憩 
14:50-15:20	 小松俊文・前川匠・重田康成・高嶋礼詩・Dang Tran Huyen	 イベント層

の識別と野外調査：ベトナムに分布する下部三畳系バックトゥイ層のスミシアン―ス
パシアン境界 

15:20-15:50	 御前明洋・前田晴良・岡本隆	 上部白亜系和泉・外和泉層群産ノストセラス
科異常巻アンモノイドの進化と古生態 

15:50-16:20	 山田敏弘・山田茉莉子・塚腰実	 バラバラの器官をつなぎ合わせる作業：マ
ツ亜節（マツ科マツ属）の場合 

16:20-16:40	 コメント・総合討論	 前田晴良・大路樹生 
 
【16:50-18:00】総会	 
 
 
【19:00-21:00】懇親会	 
	 
	 懇親会は予約制です．参加を希望される方は，必ず事前にメールかハガキで 6月20日（金）
［必着］までにお申し込み下さい（すでにWeb上で申し込まれた方を除く）． 
 
会	 場：福岡ガーデンパレス［〒810-0001	 福岡市中央区天神 4-8-15］	 
	 http://www.hotelgp-fukuoka.com/	 
会	 費：一般会員・非会員	 6,000 円，	 学生・友の会会員	 3,000 円	 
申込先：佐野弘好（理・地球惑星科学）	 

メール：sano@geo.kyushu-u.ac.jp	 	 
	 	 	 電	 話：092-642-2606，FAX：092-642-2686	 
ハガキでの申込先：〒113-0033	 東京都文京区本郷 7-2-2	 本郷 MT ビル 401 号室	 
	 	 	 日本古生物学会事務局	 03-3814-5490	 	 
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6	 月28	 日（土）	 
	 

【9:00-9:50】学術賞受賞記念特別講演	 (1F	 A 会場)	 
	 

「介形虫類を中心とした節足動物の機能形態学的研究」	 
田中源吾	 

	 
【9:50-10:00】休憩	 
 
【10:00-10:50】学術賞受賞記念特別講演	 (1F	 A 会場)	 
	 
「極東ロシアの中生代アンモナイト研究」	 重田康成	 
	 

【10:50-11:00】休憩	 
 
【11:00-11:50】会長講演	 (1F	 A 会場)	 
	 
「横浜市瀬上の更新世化学合成化石群集の解析から	 

導かれた１つの解釈	 」	 間嶋隆一	 
【11:50-13:00】昼食	 
 
【13:00-14:00】一般講演	 ポスター発表コアタイム	 	 
ポスター会場（3F	 第一会議室）	 

P01 西岡佑一郎	 初期ウシ族（Bovini）の頭骨形態の進化傾向と東南アジアから見つかった化
石種の意義 

P02 半田直人・中務真人・國松豊 ケニア北部のサンブルヒルズおよびナカリの後期中新世サ
イ科化石群集 

P03 宮田和周・岡崎美彦・酒井治孝・大橋智之・冨田幸光 日本最古の始新世サイ上科（奇蹄
類）化石 

P04 安藤達郎・新村龍也・澤村寛 歯のあるヒゲクジラ アエティオケトゥス科の単系統性 
P05 田上響・岡崎美彦 下部白亜系関門層群より産出した新角竜類歯化石 
P06 真鍋真・對比地孝亘・小松俊文・前川匠・三宅優佳・大倉正敏・城山勝・平山廉・籔本美

孝 鹿児島県薩摩川内市下甑島の姫浦層群（白亜紀後期）から産出した恐竜化石について 
P07 籔本美孝・廣瀬浩司・鵜飼宏明・パウロ ブリトー 熊本県天草市御所浦で発見された白亜

紀イクチオデクテス目魚類について 
P08 宮田真也・伊左治鎭司・柏木健司 千葉県の下部白亜系銚子層群君ヶ浜層より初めて産出

した耳石化石について（予報） 
P09 中谷大輔・不動寺康弘・丹野佳代子 佐賀県玄海町の漸新統からオウムガイ類化石の初産

出 
P10 安藤佑介・長尾良一・不動寺康弘・廣瀬浩司・鵜飼宏明・中谷大輔・黒須弘美・丹野佳代

子・河野重範・柄沢宏明 九州の白亜系および古第三系産十脚類化石の追加記録 
P11 生野賢司・平野弘道 白亜紀アンモナイト Polyptychoceras 12種名の適格性と原記載 
P12 伊左治鎭司・芳賀拓真・柏木健司 千葉県の下部白亜系銚子層群から産出したヒラマキ型

“原始的異鰓類”巻貝 
P13 中野智之・佐々木猛智・加瀬友喜 ヨメガカサガイ属 3種の分子系統と生物地理学的研究 
P14 大野悟志・鈴木雄太郎 ランドルト環状の三葉虫複眼の成長様式：視野イメージの恒常化

の仕組み 
P15 阿部貴洋・鈴木雄太郎 三葉虫 Nileus armadillo の頭部腹面形態とその生体機能について

の考察 
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【14:15-15:15】一般講演	 口頭発表 1（A～C	 会場） 
	 

A 会場 B 会場 C 会場 

古脊椎動物の部(1) 生層序の部(1) 分類・系統進化の部(1) 

座長：鍔本武久 座長：松岡篤 座長：中島礼 

A01 w 林昭次・渡部真人・
Michael Burns・Kenneth 
Carpenter 剣竜類と鎧竜類の
皮骨における成長様式の差
異：装楯類恐竜がもつ皮骨機
能の多様性 

B01 w 指田勝男・Mat Niza 
A. R.・上松佐知子 マレーシ
ア国・タイ国国境付近に分
布するチャート層から産す
る石炭紀放散虫 

C01 w 佐藤圭・佐々木猛智 
二枚貝類原鰓亜綱における
貝殻微細構造の分類形質と
しての検討 

A02	 w	 宮田和周・柴田正輝・
東洋一・長崎市教育委員会・
高地吉一・大藤茂・小原北
士・長田充弘・折橋裕二・下
條将徳	 長崎県上部白亜系三
ツ瀬層の新たな脊椎動物化
石と新知見	 
 

B02 w 竹本真佑里・鈴木紀
毅・山北聡・高橋聡・臼井
洋一 上部石炭系〜下部ペ
ルム系での遠洋域放散虫化
石層序の模式セクションに
おいて産出するコノドント
化石 

C02 m 佐々木猛智・近藤康
生・照屋清之介 鮮新統唐ノ
浜層群穴内層から発見され
たカサガイ類：特にアオガイ
属の化石記録と現生種との
比較 

A03 m 柴田正輝・宮田和周・
池上直樹・久保泰・東洋一・
長崎市教育委員会 長崎県長
崎市の上部白亜系三ツ瀬層
から発見されたハドロサウ
ルス上科鳥脚類の化石につ
いて 

B03 w 太田泰弘・佐野弘
好・杦山哲男 岐阜県山県市
円原の美濃帯，舟伏山石灰
岩から産出した巻の解けた
微小なフズリナ類について
（予察的研究） 

C03 w 天野和孝・ロバート 
ジェンキンズ・西田梢 北海
道浦幌町の暁新統活平層か
ら産出した Bentharca属の新
種とその意義 

P16 平澤聡・成瀬元 連続研磨片画像から立体復元された上方分岐を示す生痕化石 Chondrites 
P17 岡本隆 白亜紀異常巻アンモナイト Ryuella ryu の理論形態学的研究 
P18 村上瑞季 歯鯨類における 2次的な左右対称の頭骨の収斂進化：その進化過程と要因 
P19 中山健太朗・近藤康生 更新世ニシキウズガイ科腹足類 Umbonium 属の殻成長 
P20 泉賢太郎 摂食様式の違いに起因する混成生痕化石（composite trace fossils）の特徴 
P21 延原尊美・白鳥百合子・髙田光 メタン湧水性石灰質岩体の比較解剖 —北海道の始新統幌内

層と中新統望来層を例に 
P22 菊池直樹・近藤康生 宮崎層群産モエギオオハネガイ類似種の生息姿勢について 
P23 Hirotsugu Mori・Patrick Druckenmiller ストロンチウム同位体分析によるアラスカの

Edmontosaurusの渡り仮説の検討 
P24 田中源吾・小松俊文・鵜飼宏明・廣瀬浩司・長谷義隆・河野重範・逸見泰久 熊本県上天草

市の弥勒層群より産出した介形虫化石 
P25 柏木健司・伊左治鎭司 千葉県の下部白亜系銚子層群から産出した放散虫化石 
P26 入月俊明・月俣馨介・松浦康隆・後藤隆嗣・岩谷北斗・河野重範 中新世における中国地方

の貝形虫群集の変遷 
P27 今野進・Richard Jordan・Leonid Polyak 北極チュクチ海における珪藻化石を用いた完新世古

環境復元 
 

高校生ポスターセッション	 
HP1 竹井魁佑・宮薗龍太郎 阿蘇谷周辺の湧水や自噴井戸等の実態を探る２ 
HP2 川上由華・松坂昌倫・上田菜生・江口藍子 デジタルカメラを利用した阿蘇山赤熱現象の観

測 
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A04	 m	 薗田哲平・宮田和周・
久保泰・柴田正輝・東洋一・
長崎市教育委員会	 長崎県上
部白亜系三ツ瀬層のスッポ
ン上科カメ類	 

B04 w 柏木健司・佐野晋
一・伊左治鎭司 石川県白山
市の下部白亜系桑島層（手
取層群）から産出した放散
虫化石 

C04 w 棚部一成・御前明洋・
疋田吉識・伊庭靖弘・生形貴
男 北太平洋域の上部白亜系
産鞘形類顎器化石とその進
化学的意義 

 
【15:15-15:30】休憩	 
 
【15:30-16:30】一般講演	 口頭発表 2（A～C	 会場）	 
 

A 会場 B 会場 C 会場 

古脊椎動物の部(2) 生層序の部(2) 分類・系統進化の部(2) 

座長：渡部真人 座長：重田康成 座長：山田晋之介  

A05 m 鍔本武久・国府田良
樹・長谷川善和・菜花智・冨
田幸光 白水層群石城層の地
質時代：化石哺乳類相からの
証拠 

B05 w 高橋昭紀・川辺文久 
前期白亜紀二枚貝類
Actinoceramus concentricus
の生層序学的意義 

C05 w 茨木洋介・佐藤毅一 
新潟県糸魚川市小滝の土倉
沢石灰岩から産出した石炭
紀腕足類 Semiplanus 

A06 w 松岡廣繁・岡崎美彦・
大橋智之・長谷川善和 北部
九州の漸新統産プロトプテ
ルム科鳥類の多様性と系統
分類の見通し 

B06 w 西村智弘 北海道穂
別地域に分布する上部白亜
系函淵層の層序と軟体動物
化石群 

C06 w 岡西政典・千徳明日
香・三井翔太・石田吉明・藤
田敏彦 日本国内より初めて
産出したツルクモヒトデ目
（クモヒトデ綱）の骨片化石 

A07 w 西松弘喜・氏原温 富
山県の中新統八尾層群の深
海性板鰓類相 

B07 w 松崎賢史・西弘嗣・
林弘樹・鈴木紀毅・Babu R. 
Gyawali・高嶋礼詩・池原実 
Early to Middle Pleistocene 
radiolarian biostratigraphy 
and datums events in southern 
Japan (IODP Expedition 315 
Site C0001) 

C07 m 齋藤礼弥・金沢謙一 
トウカムリ類の捕食に対す
るブンブク類の対捕食戦略 

A08 m 松井久美子・河部壮一
郎 パレオパラドキシア類の
北西太平洋への進出時期と
初期放散について 

B08 m 上栗伸一・本山功・
澤田大毅 北東太平洋にお
ける中期-後期中新世の放
散虫群集 

C08 w 上松佐知子・Apsorn 
Sardsud・猪郷久義・指田勝男 
タイ国南部から産する三畳
紀のコノドント fused cluster 

 
【16:30-16:45】休憩	 
 
【16:45-18:00】一般講演	 口頭発表 3（A～C	 会場）	 
 

A 会場 B 会場 C 会場 

古脊椎動物の部(3) 古環境の部(1) 形態解析の部 

座長：林昭次 座長：山口龍彦 座長：田中源吾 

A09 m 渡部真人・Majid 
Mirzaie Ataabadi マラゲー産
（イラン西北部、中新世後
期）ヒッパリオン類（ウマ科、
哺乳類）の系統分類の再検討 

B09 w 松井浩紀・西弘嗣・
高嶋礼詩・井龍康文・高柳
栄子	 赤道太平洋IODP Exp. 
320/321における漸新世以
降の浮遊性有孔虫群集と酸
素・炭素同位体比 

C09 m 山田晋之介・Renate 
Matzke-Karasz・Martin Hess  
精子砲は如何に形成される	 
のか？ 



 vi 

 
【18:15-18:30】ポスター賞表彰式（受付付近）	 
 
【18:30-	 】夜間小集会	 
	 
夜間小集会 1（B会場）	 	 
	 

アジアの古脊椎動物に関する情報交換処：大型哺乳類	 
	 世話人：西岡佑一郎・高井正成（京都大学霊長類研究所）	 
	 趣旨：国内，国外問わず活躍する日本の古脊椎動物研究者．この小集会では，そんな脊
椎動物化石をこよなく愛する者たちが集い情報交換を行う場を設ける．第１回目は，ミャ
ンマーをはじめとした東南アジアや中国から見つかっている新生代の陸棲哺乳類化石に焦
点を当て，主に長鼻類や偶蹄類などに関する最新の研究成果とともに話題を提供したい． 
	 
夜間小集会 2（C会場）	 	 
	 

現生種最古の化石記録を探る：貝類版 EOS	 II 計画(Earliest	 
fossil	 Occurrence	 of	 extant	 Species)	 	 
	 世話人：近藤康生・延原尊美・松原尚志・佐々木猛智・栗原行人・中尾賢一	 
	 趣旨：現生種の出現は，最も豊富な情報を駆使して、進化の実像に迫ることができる古
生物学の重要テーマである．貝類を例として，現生種最古の化石記録を特定する作業を通
して、タフォノミー，分類，現生種出現の進化イベントやその古環境背景など、はばひろ
く議論したい．	 
 
 
 

A10 w 安井謙介・高橋啓一 
AMS14C年代を用いたブスク
ゾウの分類学的再検討 

B10 w 歌川史哲・上松佐知
子・指田勝男 静岡県下田市
の新第三系白浜層群より産
出する底生有孔虫化石につ
いて 

C10 w 西田翔・神谷隆宏 海
生貝形虫 Xestoleberis属の精
子形態と系統 

A11 w 宮田真也・籔本美孝・
平野弘道 大分県玖珠盆地中
部更新統野上層産コイ科ハ
ス類化石の系統分類学的研
究 

B11 m 山田桂・後藤隆嗣・
入月俊明 浅海性貝形虫
Cytheropteron属を用いた海
水温の定量的復元 

C11 w 千徳明日香・徳田悠
希・江﨑洋一 非造礁性群体
六射サンゴ Dendrophyllia 
cribrosaでの大型群体の形成 

A12 w 鈴木大輔・松本涼子 
ワニの足根骨は足関節のメ
カニズムを明らかにする 

B12 m 齋藤めぐみ・中川
毅・多田隆治・水月湖 2006
年プロジェクトメンバー 
SG06コアに含まれる珪藻
群集から推定された福井県
水月湖周辺の地史 

C12 w 生形貴男・道林克禎 
形態空間における分布の偏
りの尺度 

A13 m 犬塚則久 脊椎動物化
石展覧会監修の心得 —特別
展 マンモス「YUKA」によ
せて— 

B13 m 板木拓也・多田隆
治・Murray W. Richard・
Alvarez Zarikian A. Carlos・
IODP Exp. 346 Scientific 
party 日本海および北部東
シナ海で実施された IODP 
Exp. 346における放散虫分
析の予察結果 

C13 w 椎野勇太・ルキア ア
ンジョリーニ 統合的な生体
生理システム解明への展
望：翼形態型腕足動物を例に 
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6	 月 29	 日（日）	 
 
【9:00-10:45】一般講演	 口頭発表 4（A～C	 会場）	 
	 

A 会場 B 会場 C 会場 

古環境の部(2) 古生態の部 分類・古生物地理の部 

座長：板木拓也 座長：椎野勇太 座長：佐々木猛智 

A14 w 北村晃寿・安藤雅孝・
大橋陽子・伊藤真実・横山祐
典・宮入陽介・池田昌之・生
田領野 石垣島の津波堆積物
に関する古生物学的・堆積学
的・年代学的研究 

B14 m 足立奈津子・江﨑洋
一・刘建波 北中国山東省カ
ンブリア系第三統に認めら
れるドーム状スロンボライ
トの形成様式 

C14 w 松岡篤 放散虫化
石の分類について−中生代
の Pantanellium属を例と
して− 

A15 w 野村律夫・辻本彰・福
田賢一 密度流拡散装置の影
響評価を目的とした設置水
域外からの有孔虫分析 

B15 m 江﨑洋一・足立奈津
子・刘建波 北中国山東省の
張夏層（カンブリア系第三
統）から産する“サンゴ類”
の特異な産状と生活様式 

C15 m 塚腰実・岡本隆・
堀利栄 久万層群から発見
された Banisteriaecarpum 
giganteumについて 

A16 m LEGRAND Julien・矢
部淳・宮田和周・西田治文 長
崎県白亜系三ツ瀬層の恐竜
化石産地のパリノフロラと
古環境 

B16 w 大路樹生・Stephen 
Dornbos・長谷川精・Sersmaa 
Gonchigdorj・望月貴史 モン
ゴル西部の後期エディアカ
ラ系から垂直方向の潜入痕
を持つ生痕化石の発見 

C16 m 山口龍彦・鈴木寿
志・アウン＝ナイン ス
ー・タウン タイ・野村律
夫・高井正成 ミャンマー
の上部始新統 Yaw層の
Bicornucythere属（貝形虫）
の新種と進化史的意義 

A17 w 酒井佑輔・寺田和雄・
松岡篤 岐阜県高山市荘川地
域における下部白亜系手取
層群赤岩亜層群より産出し
た植物化石群集 

B17 w 田中郁子 現生鳥類
の身体データに基づく
Pteranodonの生息環境の推
定 

C17 w 嶋田智恵子・齋藤
めぐみ・山崎誠・田中裕一
郎・疋田吉識 北海道天塩
中川地域の上部白亜系大
曲層から産出した羽状珪
藻化石 

A18 m 岩崎晋弥・木元克典・
佐々木理・鹿納晴尚・本多牧
生・岡崎裕典 X線 CT測定に
よる浮遊性有孔虫 G. 
bulloidesの殻内部構造と溶解
プロセスの観察 

B18 m 唐沢與希・中川登美
雄・重田康成・前田晴良 福
井県中新統内浦層群産オウ
ムガイ類 Aturia cubaensisの
産状 

C18 m 松岡數充・Mertens 
N. Kenneth・高野義人・
Head J. Martin 東南アジア
沿岸域から生きた化石
Dapsilidinium pastielsii（渦
鞭毛藻）の発見 

A19 m 宮地鼓・大森一人・渡
邊剛・山野博哉 サンゴ骨格
中のBa/Ca比変動に記録され
る石垣島の土地利用変遷 

B19 m 下山正一・塚野香
織・椛島みなみ・百島則幸・
市原季彦・堤裕昭 有明海干
潟におけるアサリ群集出現
についての古生態学的考察 

C19 w 荒井友佳子・神谷
隆宏・荒井章司 オマーン
北部の潮間帯貝形虫群集
の適応形態と生物地理 

A20 w 西田梢・岸田智穂・林
正裕・渡邉裕介・山本雄三・
堀田公明・佐藤瑞穂・野尻幸
宏・鈴木淳 飼育実験による
海洋酸性化のアカガイの殻
形成に与える影響の評価 

B20 w 佐藤慎一 日本と韓
国における大規模干拓堤防
建設に伴う底生動物群集の
変化の比較 

C20 m 山北聡・相田吉昭 
南部秩父帯からのジュラ
紀含放散虫炭酸塩ノジュ
ールの初産出 
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【10:45-11:00】休憩	 
 
【11:00-11:45】一般講演	 口頭発表 5（A会場）	 
 

A 会場 B 会場 C 会場 

生層序の部(3)   

座長：高橋昭紀   

A21 w 堤之恭・三宅優佳・小
松俊文 甑島列島の上部白亜
系姫浦層群の酸性凝灰岩か
ら得られたジルコンの U-Pb
年代 

  

A22 w 西弘嗣・高嶋礼詩・山
中寿朗・折橋裕二・林圭一 北
海道の白亜系〜漸新統の微
化石・炭素同位体比層序・
U-Pb年代と温室期北西太平
洋の古環境イベント 

  

A23 w 三尾俊平・米澤駿介・
長谷川卓 炭素同位体比イベ
ントＭＣＥ1の有用性：白亜
紀セノマニアン階の国際対
比 

  

 
【11:45-13:00】昼休み	 
 
【13:00～14:00】	 化石友の会イベント	 
 
「プロフェッサー前田の超マニアック化石講座」	 
集合場所：学会受付付近	 
申込・問い合わせ：friends@palaeo-soc-japan.sakura.ne.jp/029-861-2554	 
当日参加も受け付けますが，出来るだけ事前申込をお願いします.	 
	 

＊＊＊＊	 3.	 発表方法と発表機器についての注意事項	 ＊＊＊	 
	 
＜一般講演（口頭発表）をされる方へ＞	 

●発表時間は，講演 12 分，質疑応答 3分です．時間厳守でお願いいたします．	 

●使用機器は事前申告制です．講演番号に続くｗ,ｍの文字は，プレゼンに使用するパソコ

ン OS の略号です.ｗ:Windows（OS 指定なしを含む），ｍ:Mac．	 

●Windows は Power	 Point2007 バージョン，Mac は Power	 Point2011 バージョンのインスト

ールされた PC を用意しています．プログラムの進行上，ご自身のパソコンを持ち込んでの

講演は原則としてご遠慮下さい．なるべく一般的なフォントを使用し，Windows の方は可

能であればフォントの埋め込みをお願いいたします．	 

●各講演者は，講演用ファイルを CD または USB メモリーに保存し，ご持参下さい．ファイ

ル名は「C03_Yabe.ppt」のように，「講演番号，アンダーバー，筆頭講演者名，拡張子（.ppt）」

（すべて半角）として下さい.	 
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●データの受け渡しは，総合受付脇の専用カウンターで行って下さい．6月 27 日（金）の

午後から受け付けます．混雑が予想されますので，時間の余裕を持ってお越し下さい．受

付時に作成した OS の種類と Power	 Point のバージョンを必ずお知らせ下さい．	 

＜ポスター発表をされる方へ＞	 
●ポスターのサイズはＡ０ノビ版（ヨコ 914	 mm×タテ 1,292	 mm）が基準です（画鋲可）．

一発表につきボード 1枚（横 110cmX縦 160cmの範囲）を使用できます．	 
●ポスター発表のコアタイムは，６月 28日（土）13:00〜14:00ですが，ポスターは前日
の午後から貼ることができます．なお，ポスターは，６月 29日（日）13:00までに各自撤
収して下さい．詳しくは会場受付または会場係までお尋ね下さい．	 

〈会場および発表方法・機器などに関する連絡・問い合わせ〉	 
会場係：前田晴良（九州大学総合研究博物館）	 

E-mail：maeda@museum.kyushu-u.ac.jp	 

	 電話：092-642-4296，FAX：092-642-4299	 

受	 付：佐野弘好（九州大学・理・地球惑星）	 

E-mail：sano@geo.kyushu-u.ac.jp	 

	 電	 話：092-642-2606，FAX：092-642-2686	 

行事係：佐々木猛智（東京大学総合研究博物館）	 sasaki@um.u-tokyo.ac.jp	 

	 

●懇親会について	 本プログラム ii ページ参照．	 

●昼食に関する情報	 

６月 28 日（土）・29 日（日）は，大学の生協・食堂は休業です．６月 28 日・29 日の昼

食につきましては，27 日（金）17:00 まで受付でお弁当（500 円）の予約を受け付けます．

28 日・29 日両日の 12:00 から休憩所にて予約券と引き替えでお渡しいたします．なお国道

３号線沿いには，土日も営業する食堂・レストランがあります．	 

	 
●館内での飲食は所定の場所（休憩所，各講演会場）にてお願いいたします．旧工学部本
館は全館禁煙ですので，お煙草は館外の所定の喫煙所でお願いします．	 
	 

●盗難対策	 最近，本学会を含め，学会開催中の盗難が報告されています．貴重品は各自
の責任で管理をお願い致します．	 	 

	 
●お車での来場	 箱崎キャンパスは入構制限を実施しており，車両での入構は小松門に限
られています．また，車両での入構には所定の手続と料金が必要です．なお，会場周辺に
駐車スペースはほとんどありません．できるだけ公共交通機関をご利用下さるようお願い
します．	 

	 

	 	 



 x 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊	 4.	 会場案内	 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊	 
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